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4．  責 任 あ る 立 場  

 

人材の確保 ・育成は焦眉の課題  

 

 表 2 は 、谷 口 史 郎 氏 の 技 術 者 と し て の 経 歴 で あ る 。同 表 で み る よ

う に 、200 6 年 4 月 に 四 国 タ オ ル 技 能 士 研 究 会   の 会 長 に 就 任 し 、

2 0 0 8 年 3 月 ま で の 2 年 間 に わ た り 、 同 研 究 会 の 発 展 に 貢 献 し た 。

と く に 、 人 材 に 係 る 問 題 へ の 対 応 や 後 進 の 技 術 指 導 に 全 力 を 傾 け 、

技 能 者 の 社 会 的 地 位 の 向 上 に 尽 力 し た 。  

 

 

LOOKS
ノート注釈
1972年に技能士検定制度が設置され、それを受けて1973年に設立。技能検定は国家試験で1級と2級があったが、技能士研究会に参加できたのは1級取得者のみであった。2017年4月16日の技能士会第44回通常総会にて「今治タオル技能士会」に名称変更。
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 タ オ ル 業 界 に お け る 人 材 に 係 る 問 題 は 年 々 重 要 度 を 増 し 、 会 長  

に 就 任 後 、 幾 度 と な く 研 究 会 に 足 を 運 ん で は 将 来 に 向 け た 人 材 の 確

保 と 育 成 に つ い て 勉 強 を 重 ね た 。た と え ば 、第 1 回（ 2 006 年 8 月

開 催 ）、 第 2 回 （ 同 年 9 月 開 催 ）、 第 3 回 （ 2 0 0 7 年 2 月 開 催 ） の

愛 媛 県 タ オ ル 製 造 業 人 材 高 度 化 研 究 会 に 出 席 し 、 お も に ① タ オ ル 業

界 に お け る 現 状 ・ 課 題 、 お よ び 人 材 育 成 ニ ー ズ に 関 す る ア ン ケ ー ト

調 査 の 実 施 、 ② ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 ・ 分 析 、 ③ 人 材 育 成 に 係 る 教

育 訓 練 カ リ キ ュ ラ ム の 策 定 な ど の 議 題 に つ い て 議 論 し 、 そ の 成 果 と

し て「 教 育 訓 練 カ リ キ ュ ラ ム 」の 作 成 と 人 材 育 成 モ デ ル と し て の「 仕

事 と 教 科 の 関 係 」 の 冊 子 作 成 に 協 力 し た 。  

 谷 口 氏 が 会 長 を 務 め た 最 後 の 年 、 オ リ ム で は 社 長 の 平 林 氏 か ら 大

西 衣 料 (株 )   へ 所 有 が 代 わ り 、 経 営 体 制 が 変 わ り つ つ あ っ た 。 平

林 体 制 の も と で 多 く の 新 商 品 を 世 に 送 り 出 し て き た 時 代 に あ る 変 化

が 訪 れ よ う と し て い た 。  

 

初代タオルマイスターに認定 される  

 

 時 期 を ほ ぼ お な じ く し て 、

2 0 0 8 年 1 0 月 に 当 時 の 四

国 タ オ ル 工 業 組 合 が 設 置 し

た タ オ ル マ イ ス タ ー 制 度 の

初 代 タ オ ル マ イ ス タ ー に 谷

口 氏 が 認 定 さ れ た 。 タ オ ル

マ イ ス タ ー は 職 業 訓 練 指 導

員 の 免 許 取 得 者 を 必 須 条 件

と し て 選 考 が お こ な わ れ た 。 

 職 業 訓 練 指 導 員 は 、 愛 媛

県 職 業 能 力 開 発 協 会 が 主 催

す る 職 業 訓 練 の 指 導 方 法 や 労 働 関 連 法 規 、 安 全 衛 生 な ど の 計 4 8 時

間 の 講 習 を 修 了 し た 技 能 者 に 対 し て 愛 媛 県 知 事 か ら 与 え ら れ る 免 許

 

叙 任 式 に て 、 当 時 の 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 理 事 長 ・ 藤

高 豊 文 氏 （ 左 ） と 谷 口 史 郎 氏 （ 右 ）  

 

 

LOOKS
ノート注釈
大阪に本社を置く衣料・服飾・雑貨の総合卸売事業をおこなう企業。2017年3月に(株)セルフ大西と(株)ファミリー・ジョイが事業統合して誕生した。オリムは同社のグループ会社。
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で あ り 、こ の と き 谷 口 氏 を 含 め 1 5 名 が 取 得 し た 。こ れ ら 1 5 名 は 、

今 後 、 各 企 業 の 後 進 の 指 導 に つ い て 模 範 的 な 役 割 を 担 う こ と と な っ

た 。  

 初 代 タ オ ル マ イ ス タ ー に は 、 谷 口 氏 の 他 に 豊 田 一 也 氏 、 山 田 克 弘

氏 、 阿 部 洋 三 氏 の 合 計 4 名 が 選 ば れ た 。  

 谷 口 氏 が 初 代 タ オ ル マ イ ス タ ー に 選 ば れ た 理 由 は 、 1） 卓 越 し た

技 術 、 2） 業 界 へ の 貢 献 、 3） 後 進 指 導 、 4）現 役 性 、の お も に 4 つ

で あ る 。そ れ ぞ れ に つ い て 説 明 を 加 え よ う（ 谷 口 氏 提 供 資 料「 調 書 」）。 

1）  卓 越 し た 技 術  

 谷 口 氏 は 、 製 織 の み な ら ず 織 機 保 全 や 調 整 作 業 な ど 製 織 工 程 に 関

す る 一 連 の 技 術・知 識 を 駆 使 し 、南 海 タ オ ル 工 場 と オ リ ム の 2 社 合

わ せ て 4 6 年 以 上 に わ た り タ オ ル 製 造 に 従 事 し 、 今 治 の タ オ ル 工 業

の 発 展 に 多 大 な 貢 献 を 果 た し た 。 46 年 と い う 半 世 紀 に お よ ぶ 長 い

時 間 の 意 味 は 、 言 葉 で 表 す 以 上 の 深 み が あ る 。 な ぜ な ら 、 半 世 紀 の

間 に 扱 う 技 術 も 市 場 も 変 化 を 遂 げ て き た か ら だ 。  

 谷 口 氏 は 、 シ ャ ト ル 織 機 の 操 作 は も ち ろ ん で あ る が 、 電 子 ジ ャ カ

ー ド 織 機 や レ ピ ア 織 機 な ど 最 新 の 機 械 の 操 作 ま で 汎 用 的 能 力 を 有 し

て お り 、 ど ん な 織 機 も 対 応 で き る 。 ま た 、 高 度 な 技 術 を 用 い て 、 市

場 ニ ー ズ の 多 様 化 に 合 わ せ た さ ま ざ ま な 商 品 開 発 を お こ な っ て き た 。

た と え ば 、 オ リ ム 時 代 に 開 発 し た 「 こ り こ り タ オ ル 」 で は 、 今 治 市

の 新 商 品 新 技 術 研 究 指 導 開 発 事 業 の 助 成 対 象 と な り 、 天 然 の 異 素 材

を 使 っ た 特 殊 織 り で つ く ら れ て い る 。 ま た 、 200 2 年 に 開 催 さ れ た

世 界 最 大 規 模 の 日 用 品 雑 貨 展 示 会 「 N Y ホ ー ム テ キ ス タ イ ル シ ョ ー

2 0 0 2 秋 」（ 1 0 月 1 1 日 〜 1 4 日 開 催 ） で 谷 口 氏 が 製 作 に あ た っ た

同 社 の 「 ベ ビ ー 用 ボ デ ィ ー タ オ ル 」 が 、 バ ス ソ フ ト 部 門 に お い て グ

ラ ン プ リ （ 最 優 秀 賞 ） を 受 賞 し た 。  

2）  業 界 へ の 貢 献  

 技 術 者 と し て 4 6 年 以 上 も の 間 、 今 治 の タ オ ル 製 造 に 携 わ っ た こ

と は も ち ろ ん で あ る が 、 199 1 年 に 事 実 上 廃 止 さ れ た タ オ ル の 国 家

技 能 検 定 （ 織 機 調 整 ） に 代 わ る 厚 生 労 働 省 認 定 の 四 国 タ オ ル 工 業 組
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合 社 内 技 能 検 定 制 度 （ 2 0 1 1 年 1 1 月 4 日 大 臣 認 定 ） の 創 設 に 奮 闘

し た こ と は 特 記 す べ き 貢 献 で あ る 。 同 制 度 は 、 201 0 年 度 の ト ラ イ

ア ル 検 定 を へ て 20 11 年 度 に 第 1 回 目 の 検 定 試 験 が 実 施 さ れ 、以 後

毎 年 実 施 さ れ て お り 、2 0 1 6 年 度 の 第 6 回 ま で に 1 級 合 格 者 2 2 名 、

2 級 合 格 者 2 2 名 を そ れ ぞ れ 輩 出 し て い る 。  

 同 制 度 の 創 設 に あ た っ て は 、 四 国 タ オ ル 技 能 士 研 究 会 、 愛 媛 県 立

今 治 高 等 技 術 専 門 校 、 愛 媛 県 繊 維 産 業 技 術 セ ン タ ー な ど が 協 力 し て

実 現 し た も の で あ る が 、 谷 口 氏 は 四 国 タ オ ル 技 能 士 研 究 会 の メ ン バ

ー と し て リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 揮 し 、 試 験 問 題 の 作 成 や 実 施 方 法 な ど

に つ い て 日 夜 協 議 を 重 ね 、 よ う や く 実 現 に 漕 ぎ 着 け た 。 同 制 度 に よ

っ て 、 今 治 タ オ ル 業 界 に お け る 技 術 水 準 の 維 持 お よ び 技 術 の 伝 承 が

お こ な わ れ て い る 。  

3）  後 進 指 導  

 国 家 技 能 検 定 1 級 取 得 者 で 構 成 さ れ る 四 国 タ オ ル 技 能 士 研 究 会 は 、

今 治 タ オ ル の 技 術 伝 承・発 展 を 牽 引 し て い る 組 織 で あ る 。谷 口 氏 は 、

2 0 0 6 年 4 月 か ら 2 0 0 8 年 3 月 ま で 同 組 織 の 会 長 を 務 め 、 技 能 士

の 育 成 に 中 心 的 な 役 割 を 果 た し た 。  

 201 1 年 か ら 始 ま っ た 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 社 内 技 能 検 定 試 験 の 運

営 委 員 と し て 運 営 実 施 に 従 事 す る と 同 時 に 、 検 定 委 員 と し て 検 定 の

実 施 推 進 に 尽 力 し た 。 谷 口 氏 の タ オ ル 製 造 に お け る 真 摯 な 姿 勢 は 、

若 手 技 術 者 の 模 範 と な っ て お り 、 後 継 者 不 足 へ の 対 応 に 一 石 を 投 じ

て い る 。  

4）  現 役 性  

 200 8 年 に 初 代 タ オ ル マ イ ス タ ー に 就 任 し た の ち も 、 何 十 年 も そ

う し て き た よ う に 毎 日 変 わ ら ず タ オ ル 工 場 で 織 機 保 全 や 調 整 に と り

組 ん だ 。そ れ は 20 13 年 の 更 新 認 定 の あ と も 変 わ ら な い 。1 9 9 1 年

の 国 家 技 能 検 定 （ ジ ャ カ ー ド 織 機 調 整 作 業 ） 1 級 取 得 後 、 そ れ に 安

住 す る こ と な く 新 た な 挑 戦 を つ づ け て き た 。 他 の 織 物 産 地 の 視 察 な

ど を 積 極 的 に お こ な い 、 タ オ ル づ く り の た め に 技 術 向 上 を 目 指 し 、

日 々 努 力 を 積 み 重 ね て き た 。  
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 タ オ ル マ イ ス タ ー 制 度 は 更 新 制 で あ り 、谷 口 氏 は 20 13 年 1 1 月

に 更 新 の 認 定 を 受 け 、現 在 に 至 っ て い る 。そ し て こ の 年 、谷 口 氏 は 、

7 0 歳 を 迎 え て オ リ ム を 退 職 し 、4 6 年 7 ヶ 月 と い う 現 役 職 人 と し て

の タ オ ル 人 生 に ひ と つ の 区 切 り を 付 け た 。  

 

 

5．  引 退 後 の 活 動  

 

引退後も後進の育成 ・指導に邁進  

 

 谷 口 氏 が い か に 後 進 の 育 成 ・ 指 導 に 身 を 粉 に し て き た か を 証 明 す

る 出 来 事 が あ る 。表 3 は 、 2 0 1 7 年 ま で の 谷 口 氏 の 略 歴 を ま と め た

も の で あ る が 、 こ こ に も 記

し た よ う に 、 201 4 年 1 1

月 に 谷 口 氏 は 、 一 般 社 団 法

人 全 国 技 能 士 会 連 合 会 主 催

の 第 3 4 回 全 国 技 能 士 大 会

に お い て 、 後 継 者 の 育 成 な

ど に 1 0 年 以 上 寄 与 し 技 能

士 会 活 動 の 功 績 が 著 し く 大

き い と 認 め ら れ る 者 に 贈 ら

れ る 「 全 国 技 能 士 会 連 合 会

会 長 表 彰 」 を 受 賞 し た 。 表

彰 式 は 東 京 の ア ル カ デ ィ ア 市 ヶ 谷 で 盛 大 に 開 催 さ れ た 。  

 ま た 、 現 役 を 退 い て か ら も 2 0 1 4 年 9 月 か ら 2 0 1 7 年 3 月 ま で

愛 媛 県 立 高 等 技 術 専 門 校 で 初 心 者 向 け の コ ー ス で 教 鞭 を と り 、 技 術

指 導 を お こ な っ た 。 ほ ぼ 素 人 に 近 い 人 を 将 来 は 整 経 工 と し て 活 躍 で

き る 人 材 に 育 て る べ く 、 指 導 者 で あ る 谷 口 氏 ら も 毎 日 が 真 剣 勝 負 だ

っ た 。  

 

表 彰 式 の 際 の 記 念 写 真  
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 加 え て 、 タ オ ル 業 界 の 技 能 向 上 を 目 指 し て 、 201 1 年 に 四 国 タ オ

ル 工 業 組 合 社 内 検 定 制 度 が 設 置 さ れ た が 、 そ の 運 営 メ ン バ ー と し て

リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 揮 し て き た 。 講 習 会 に 使 用 さ れ た テ キ ス ト 作 成

に お い て は 、 毎 日 夜 遅 く ま で 内 容 の 吟 味 に 明 け 暮 れ 、 戦 後 の 今 治 タ

オ ル の 技 術 の 集 大 成 と も い え る テ キ ス ト を 完 成 さ せ た 。 そ し て そ の

後 も 、タ オ ル 技 能 検 定 の 検 定 委 員 と し て 検 定 の 実 施 推 進 に 力 を 注 ぎ 、

現 在 は 今 治 タ オ ル 技 能 士 会 の 相 談 役 を 務 め て い る 。  

 

    

谷 口 氏 が 作 成 し た 整 経 工 育 成 用 テ キ ス ト  

 

 一 方 、 現 役 引 退 後 、 趣 味 の ス

ポ ー ツ や 文 化 活 動 に も 力 が 入 る 。

毎 週 3 日 は ソ フ ト ボ ー ル に 精 を

出 し 、 毎 日 曜 日 は ボ ウ リ ン グ に

興 じ 、そ の 他 に も ゲ ー ト ボ ー ル 、

ド ラ イ ブ 、 ウ ォ ー キ ン グ 、 山 登

り 、 滝 巡 り な ど 枚 挙 に い と ま が

な い 。 ソ フ ト ボ ー ル で は 今 治 市

壮 年 ソ フ ト ボ ー ル 大 会 で 優 勝 経

験 が あ り 、ま た ゲ ー ト ボ ー ル で も 全 国 大 会 で 3 位 に な っ た 実 力 を 持

つ 。 谷 口 氏 ら し く 、 何 事 も 一 生 懸 命 に や る か ら 楽 し い 。（ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

 

今 治 市 壮 年 ソ フ ト ボ ー ル 大 会 で 優 勝  
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谷 口 史 郎 氏 の タ オ ル 製 織 技 術 に 関 す る メ モ 書 き  

 

（ １ ）  タ オ ル 製 造 に お け る 技 術  

 織 機 の 故 障 は 、機 械 の ど こ か の 部 分 が 完 全 な 運 動 を し て い な い か ら で あ る 。す

な わ ち 、必 要 以 上 の 大 き い 運 動 を し た り 、必 要 以 下 の 小 さ い 運 動 し か し て い な か

っ た り 、ま た 運 動 す る 時 期 が 早 す ぎ た り 遅 す ぎ た り し た 場 合 に 故 障 す る 。従 っ て 、

運 動 の 大 き さ と 時 期 の 調 整 が も っ と も 重 要 で あ る 。  

 故 障 箇 所 の 発 見 は 、織 機 の 主 運 動 、副 運 動 、補 助 運 動 の 順 序 で 検 討 す る と 良 い 。

な お 、織 機 は 故 障 し て か ら 修 理 す る の は な く 、故 障 を 未 然 に 防 ぐ こ と が 必 要 で あ

り 、そ れ に は つ ね に 織 機 を 保 全 し な け れ ば な ら な い 。保 全 の 目 的 は 、各 種 機 構 の

性 能 を い つ も 正 し い 状 態 に 保 持 し て 、織 機 の 故 障 お よ び 不 良 な 織 物 の 発 生 を 未 然

に 防 止 し 、高 い 品 質 の 織 物 を 最 高 速 度 で 能 率 的 に 生 産 す る と 同 時 に 、織 機 の 耐 用

年 数 を 増 す こ と に あ る 。  

 織 機 を 無 理 な く 調 子 良 く 回 転 さ せ る に は 、ま ず 注 油 、グ リ ス 、オ イ ル 交 換 を 計

画 的 に 実 施 す る こ と が 重 要 で あ る 。ま た 、保 全 は 重 点 区 分（ 開 口 、緯 入 れ 、筬 打

ち 、 送 り 出 し 、 巻 き 取 り 、 杼 替 ） ご と に 定 期 的 に お こ な う こ と で あ る 。 加 え て 、

適 当 な 時 期 に 解 体 保 全 を す る こ と が 望 ま し い 。織 機 の 故 障 を 知 る に は 、織 機 の 音

を 聞 い た り 、目 で 見 た り 、手 で 触 っ て み た り し て 各 側 面 か ら 総 合 的 に 判 断 す る こ

と が 必 要 で あ る 。  

 

（ ２ ）  タ オ ル 織 機 の 進 化  

 自 動 織 機 が 普 及 す る 以 前 は 、管 巻 機 を 使 っ て シ ャ ト ル の な か に あ る 木 管 に 緯 糸

を 巻 き 、 緯 糸 が な く な る 手 前 で 人 手 に よ っ て シ ャ ト ル を 交 換 し て い た 。 や が て 、

緯 糸 が な く な る 寸 前 に 自 動 的 に 新 し い 木 管（ 緯 糸 ）に 交 換 す る コ ッ プ チ ェ ン ジ タ

イ プ 、あ る い は シ ャ ト ル ご と 替 え る シ ャ ト ル チ ェ ン ジ タ イ プ の い ず れ か の 緯 糸 自

動 補 給 装 置 が 登 場 し た 。そ の 後 、ル ー ム ワ イ ン ダ ー を 備 え た 織 機 が 誕 生 し 、自 動  
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 的 に 木 管 に 緯 糸 を 巻 く よ う に な っ た 。  

 昭 和 3 0 年 代 に 入 る と 、タ オ ル 織 機 の 自 動 化 の 研 究 が 進 み 、 1 9 5 6 年 遠 州 織 機

が 管 替 式 タ オ ル 自 動 織 機 、 1 9 5 8 年 原 田 織 機 が 片 4 丁 杼 タ オ ル 自 動 織 機 （ シ ャ

ト ル チ ェ ン ジ ）、 1 9 6 0 年 豊 田 自 動 織 機 も 片 4 丁 杼 タ オ ル 自 動 織 機 を 相 次 い で 発

表 し た 。 こ れ に よ っ て 1 9 6 0・ 6 1 年 頃 か ら 自 動 織 機 の 導 入 が 本 格 化 し た 。  

 ち ょ う ど こ の 時 期 、タ オ ル ケ ッ ト の 急 成 長 と 大 量 消 費 社 会 の 到 来 に よ っ て タ オ

ル 需 要 は 急 増 し た が 、織 機 の 自 動 化 と 広 幅 化 に よ る 製 造 工 程 の 省 力 化 と コ ス ト ダ

ウ ン が 実 現 し 、 市 場 の 要 求 に 応 え る こ と が で き 、 タ オ ル 業 界 は 大 き く 発 展 し た 。 

 こ う し た タ オ ル 織 機 の 進 化 は 、 周 辺 機 器 や 設 備 に も 影 響 を 与 え た 。 た と え ば 、

タ イ イ ン グ マ シ ー ン や ド ロ ッ パ ー 、ワ ー プ チ ェ ッ カ ー 、オ ー ト ン ス ト ッ パ ー 、ユ

ニ フ ィ ル な ど で あ る 。  

《 タ イ イ ン グ マ シ ー ン 》  

大 変 手 間 の か か る 手 作 業 だ っ た 経 糸 繋 ぎ を 機 械 化 す る こ と に よ っ て 織 機 の 停 台

時 間 を 短 縮 し 、 作 業 員 の 熟 練 が 不 用 と な り 稼 働 率 が 向 上 し た 。  

《 ド ロ ッ パ ー と ワ ー プ チ ェ ッ カ ー 》  

経 糸 が 切 れ る と 自 動 的 に 織 機 が 停 止 し 、 B 級 品 の 減 少 と 省 力 化 を 実 現 。  

《 オ ー ト ン ス ト ッ パ ー 》  

従 来 の 織 機 の 起 動 と 制 動 は 熟 練 の 技 が 必 要 な ハ ン ド ル 操 作 だ っ た が 、ボ タ ン ひ と

つ で で き る よ う に な り 、 作 業 が 簡 略 化 。  

《 ユ ニ フ ィ ル 》  

ア メ リ カ の リ ソ ナ 社 製 の 高 性 能 ル ー ム ワ イ ン ダ ー で 、シ ャ ト ル 織 機 の も っ と も 進

化 し た 姿 。緯 糸 の チ ー ズ を ス ト ッ ク し て お け ば 自 動 的 に 木 管 に 緯 糸 を 巻 き 、コ ッ

プ チ ェ ン ジ す る 。  

 

 以 上 の よ う な 織 機 の 自 動 化 が 日 に 日 に 進 ん だ が 、昭 和 5 0 年 代 に な っ て 大 き な

変 化 が あ っ た 。 レ ピ ア 織 機 の 登 場 に よ っ て 自 動 織 機 の 採 用 は 徐 々 に 減 少 し は じ

め 、 現 在 は レ ピ ア 織 機 や エ ア ー ジ ェ ッ ト 織 機 な ど の 革 新 織 機 に 代 替 さ れ て い る 。 
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 織 機 と と も に 進 化 し た の が ジ ャ カ ー ド で あ る 。大 き い 柄 や 複 雑 な 柄 を 製 織 す る

こ と が で き る ジ ャ カ ー ド 装 置 は 、長 方 形 の カ ッ ト カ ー ド（ 紋 紙 ）上 に 意 匠 図 で 示

さ れ た 各 経 糸 に 対 応 す る 点 を 決 め て お く 。 緯 糸 に 対 し て 経 糸 が 上 に な る 場 合 は 、

紋 紙 に 穴 を 開 け る カ ッ ト カ ー ド か ら エ ン ド レ ス の フ ィ ル ム に 穴 を 開 け た パ ン チ

ン グ カ ー ド（ 紋 紙 ）を 用 い る よ う に な っ た 。そ の 後 、こ れ ら の 紋 紙 を 使 わ ず 電 気

信 号（ フ ロ ッ ピ ー 、メ モ リ ー カ ー ド 、U S B）を 電 子 ジ ャ カ ー ド に デ ー タ を 入 力 し 、

自 動 的 に 通 糸 を 上 下 さ せ る 電 子 ジ ャ カ ー ド に 代 替 さ れ た 。  


